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事業概略書 

事 業 名 
精神科病院における、地域移行プログラム（地域連携パス）の実施状況調

査及び効果的なプログラム等の提示に関する調査・研究 

事 業 目 的 

本事業の目的は、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築にあ

る。そのための１つの仕組みとして、病院と地域の関係機関との連携に有

効な地域移行プログラム（地域連携パス）の在り方及び連携そのものの必

要性・有効性等を検討する。 

また、病院と地域の関係機関との連携に有効なプログラムを運用していく

ために、病院と地域が連携してどのような研修等を実施しているか調査し、

必要に応じてモデル的な研修を行うなどして、有効な研修の在り方を検討

することを目的とする。 

事 業 概 要 

地域移行支援及び地域定着支援の効果的な実施に向けた、精神科医療機

関・地域援助事業者等・行政（特に市町村を中心として）の連携の在り方

についてヒアリング調査・委員会での検討を行い、具体的な連携支援の実

施に向けて必要となる要素やその効果・成果（メリット）を明らかにする

とともに、関係機関間の連携を促進するための研修を構築し、モデル研修

を実施することでその有用性について検証を図り、これらの成果を報告書

にまとめた。 

事業実施結果 

及び効果 

本事業を通じて、①地域移行支援・地域定着支援を推進するうえでは、地

域基盤の整備、支援体制の整備、個別支援の質の向上の 3 要素について取

り組み、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築を進めるこ

とが重要であること、②「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」

の構築に資する基盤整備等を推進するうえでは、医療機関や基幹相談支援

センター、保健所をはじめ、市町村や都道府県など、保健・医療・福祉に

係るさまざまな関係機関が協働することの重要であること、③個別支援の

質を向上させていくうえでは、専門職としての専門性の向上に加え、精神

障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた役割を遂行するこ

とが可能な人材の育成が重要であること、の３点が明らかとなるとともに、

これらに資する連携支援に対する現場の意見のとりまとめ及び研修資料の

作成を行うことができた。 
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